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大飯原発３・４号の再稼働を断念するよう求めます 

 

悲惨な福島原発事故を直視してください 

事故の責任もとれないのに「私の責任で」と言わないでください 

安全性はすべて置き去りなのですか 

 

 しっかりと目を見開いてください。福島原発事故が生み出した被害と苦しみ、苦悩と憤りに正面から向き合ってく
ださい。今なお１５万の人々が避難生活を続け、故郷に戻れぬ悲しみの中にいます。避難できず、とどまらざるを得
ない人々がいます。子供たちの健康と将来を思い、不安にさいなまれている母親たちがいます。 
 
軽はずみなことは言わないでください。「私の責任で再稼働を判断する」などと言わないでください。事故が起これ

ば誰も責任などとれません。福島事故で、政府も東電も、とれる責任さえとっていません。 
 
安全性はすべて置き去りなのですか。国の安全指針は福島原発事故で基本的に崩れてしまいました。新たな基準も

ないのに、大飯３・４号だけは動かすことができるのですか。 
 
大飯原発近傍の３つの活断層が連動して動けば、大飯３・４号では事故時に制御棒を基準値（２．２秒）以内に挿

入できません。国はこのことを知っているため、その評価は再稼働の後に行うとしてしまっています。関西電力もこ
のことを知っているため、評価を改変しています。 
関電は、２つの活断層の連動で７００ガルの地震動を設定しています。ところが、３つの活断層が連動しても７０

０ガル以内に収まると言っています。こんなずさんなやり方が、福島原発事故後にまかり通るというのでしょうか。 
３号機の真下に伸びる破砕帯は活断層の可能性があると専門家も指摘しています。敦賀原発のように、詳細な調査

は行わないのですか。 
 
安全性をまったく軽視した「暫定的安全基準」で再稼働を了承しないでください。福井県知事は、県民と関西の人々

に責任をとれるのですか。 
 
耐震安全性の評価も、斜面崩落の安全性評価も、避難道路の完成も、すべて再稼働の後でいいのですか。おおい町

の人々の不安と憤りの声が聞こえませんか。 
 
大飯原発で事故が起これば、関西１４００万人の命の水瓶である琵琶湖は、すぐに汚染されてしまいます。隣接の

京都や滋賀、岐阜、そして大阪をはじめ関西一円が汚染されてしまいます。 
 
福島原発事故が語っているのは、原発の電気よりも、子供たちの命が大切だということです。 
 大飯原発３・４号の再稼働を断念するよう強く要求します。 
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